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①電子カルテよりデータを収集する。抽出したデータは、匿名化し連結
不可能なデータとし統計学的解析を行う。データは電子カルテ上のファ
イルに保存する。報告終了後5年以内にファイルから削除する。

②主要項目は臨床診断、併存疾患、喫煙歴、使用した薬剤塗布バルーン
のサイズ、周術期の補助循環デバイスの使用歴、臨床転帰などである。

③研究者（武蔵野赤十字病院 循環器内科 医師）

④武蔵野赤十字病院 循環器内科 松山 麻央

冠動脈石灰化病変に対する薬剤塗布バルーン治療を受けた患者の臨床転
帰についての研究

武蔵野赤十字病院

所属　循環器内科　　　氏名　松山　麻央

(西暦）　　2024　年　1　月　～　　2024　　年　3　月

石灰化を伴う冠動脈疾患は、患者の高齢化や多様化する併存疾患の影響
などにより増加傾向にある。薬剤塗布バルーンは、血管内皮に対し抗増
殖作用をもつパクリタキセルなどの薬剤を塗り込むことを目的に開発さ
れた。人工的な異物やポリマーを残さないため、超遅発性ステント血栓
症のリスクや、長期の抗血小板二剤併用療法の必要性が減少し、関連す
る出血性合併症のリスクが軽減する可能性があるとされる。本研究は、
石灰化を伴う冠動脈疾患に対する薬剤塗布バルーン治療の臨床転帰を明
らかにすることを目的とする。

2018年4月から2022年6月までに石灰化を伴う新規冠動脈疾患に対し、薬
剤塗布バルーンを使用した経皮的冠動脈形成術を施行した患者のデータ
を集める、観察後ろ向き研究である。


